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2005 年 10 月 

下水道耐震計算（液状化の判定） 
 
 
Ver.1.03→2.00 における Ver.Up 項目 
z 計算・出力 

1. 結果一覧表の出力を追加しました。 
2. 耐震設計上の地盤種別を計算により求める機能を追加しました。 
3. 土層ごとの平均Ｎ値を計算により求める機能を追加しました。もちろん平均Ｎ値の任意入力も可

能です。 
4. 液状化による沈下量を埋設管路の位置を考慮して求める機能を追加しました。 
 

 
z 入力画面 

5. Ｎ値の入力画面において、深度を自動的に発生する機能を追加しました。 
6. ボーリングデータの入力画面における表形式の入力項目に関して、クリップボードを利用した、

他のアプリケーションとのデータのコピー＆ペーストを行えるようにしました。 
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1.結果一覧表 
「結果一覧表」を出力します。 

入力データから計算結果（レベル１、レベル２）まで、すべてが１枚で確認できます。 

 

2.地盤種別 
土層毎の平均Ｎ値より、せん断弾性波速度、地盤の特性値を算出し地盤種別を設定します。 

 
 
 



 
3

3.平均Ｎ値 
入力したＮ値より、土層毎の平均Ｎ値を算出します。 
算出方法は以下より選択可能です。 
加重平均 
単純平均 
最大、最小値を除いて単純平均 
任意入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.埋設管路を考慮（４） 

埋設管路の位置を考慮して、沈下量の計算を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.Ｎ値設定深度の自動発生 

側点数、開始深度、側点ピッチを入力すれば、深度を自動発生します。 
あとはＮ値データを入力するだけです。 


